
11

日
に
本
ほん
語
ご
指
し
導
どう
と教

きょう
科
か
・総

そう
合
ごう
的
てき
学
がく
習
しゅう
の連

れん
係
けい
のために

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

の「教
きょう

科
か

と日
に

本
ほん

語
ご

」シリーズ

　このシリーズは、文
もん
部
ぶ
科
か
学
がく
省
しょう
のプロジェク

ト「学
がっ
校
こう
におけるJSLカリキュラムの開

かい
発
はつ
（小

しょう

学
がっ
校
こう
編
へん
）」の考

かんが
え方

かた
と実

じっ
践
せん
例
れい
をまとめたもので

す。日
に
本
ほん
語
ご
を第

だい
二
に
言
げん
語
ご
（Japanese as a Second 

Language）として学
まな
んでいる子

こ
どもたちが学

がっ
校
こう

の教
きょう
科
か
学
がく
習
しゅう
に日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って参

さん
加
か
できるよう

に支
し
援
えん
することを目

め
指
ざ
しています。日

に
本
ほん
語
ご
が

苦
にが
手
て
な子

こ
どもたちのために「調

しら
べる」「観

かん
察
さつ
する」

「比
くら
べる」などの活

かつ
動
どう
をどのように授

じゅ
業
ぎょう
の中
なか
に組

く

み込
こ
んでいけばいいかが、解

かい
説
せつ
やＱ＆Ａ、活

かつ

動
どう
例
れい
などを通

とお
して具

ぐ
体
たい
的
てき
に説

せつ
明
めい
されています。

「解
かい
説
せつ
編
へん
」と「JSL国

こく
語
ご
科
か
」「JSL算

さん
数
すう
科
か
」「JSL理

り
科
か
」

「JSL社
しゃ
会
かい
科
か
」、計

けい
５冊

さつ
からなっています。

▽２つのカリキュラム

　JSLカリキュラムは２つの異
こと
なるタイプのカ

リキュラムからなっています。

　「トピック型
がた
」カリキュラムは、教

きょう
科
か
学
がく
習
しゅう
の基

き

本
ほん
となる活

かつ
動
どう
に参

さん
加
か
する力

ちから
を高
たか
めることを目

め
指
ざ

しています。子
こ
どもたちの興

きょう
味
み
関
かん
心
しん
に合

あ
わせて

トピックを設
せっ
定
てい
し、自

じ
分
ぶん
の「体

たい
験
けん
」を日

に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう

現
げん
し、それを出

しゅっ
発
ぱつ
点
てん
にして他

ほか
の子

こ
どもたちや教

きょう

師
し
とともに「探

たん
求
きゅう
」を進

すす
め、その成

せい
果
か
を日

に
本
ほん
語
ご
で

「発
はっ
信
しん
」するという流

なが
れで授

じゅ
業
ぎょう
を組

く
み立

た
てること

を提
てい
案
あん
しています。

　「教
きょう
科
か
志
し
向
こう
型
がた
」カリキュラムは、各

かく
教
きょう
科
か
の学

がく
習
しゅう

に日
に
本
ほん
語
ご
で参
さん
加
か
できる力

ちから
を育

いく
成
せい
することを目

め
指
ざ

しています。教
きょう
室
しつ
の学
がく
習
しゅう
では、「比

ひ
較
かく
する」「分

ぶん

類
るい
する」「推

すい
測
そく
する」「関

かん
連
れん
付
づ
ける」「統

とう
合
ごう
する」な

どのような「思
し
考
こう
を支

ささ
えることばの力

ちから
」が重

じゅう
要
よう
な

要
よう
素
そ
になります。「書

か
きことば」の力

ちから
を高
たか
めてい

くことも大
たい
切
せつ
です。各

かく
教
きょう
科
か
に特
とく
有
ゆう
の学

がく
習
しゅう
の仕

し
方
かた

に慣
な
れることも必

ひつ
要
よう
です。「教

きょう
科
か
志
し
向
こう
型
がた
」では、

子
こ
どもたちが各

かく
教
きょう
科
か
の典

てん
型
けい
的
てき
な学

がく
習
しゅう
の流
なが
れを実

じっ

際
さい
に経
けい
験
けん
することを基

き
本
ほん
構
こう
造
ぞう
としています。

▽海
かい
外
がい
の教

きょう
室
しつ
で

　「トピック型
がた
」カリキュラムの活

かつ
動
どう
例
れい
は、海

かい
外
がい

の、特
とく
に初
しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で「内

ない
容
よう
重
じゅう
視
し
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

育
いく
」を考

かんが
えたい場

ば
合
あい
のヒントになります。「教

きょう
科
か

志
し
向
こう
型
がた
」カリキュラムの活

かつ
動
どう
例
れい
は、教

きょう
師
し
と子

こ
ども

のやりとりの例
れい
も示

しめ
されており、海

かい
外
がい
のイマー

ジョン・クラスや補
ほ
習
しゅう
校
こう
の授

じゅ
業
ぎょう
でも活

かつ
用
よう
できる

でしょう。教
きょう
科
か
の枠
わく
を超

こ
え、いろいろな教

きょう
科
か
の要

よう
素
そ

を盛
も
り込

こ
んだ統

とう
合
ごう
的
てき
な活

かつ
動
どう
を組

く
み立

た
てることも

できます。活
かつ
動
どう
例
れい
ごとのワークシート・教

きょう
材
ざい
例
れい
は、

拡
かく
大
だい
コピーをすれば、そのまま活

かつ
用
よう
できるもの

が多
おお
く、まさに実

じっ
践
せん
のためのリソースが詰

つ
まっ

た本
ほん
と言

い
えます。（「JSL算

さん
数
すう
科
か
」と（「JSL社

しゃ
会
かい

科
か
」のワークシートをサンプルとしてあげまし

た。見
み
てください）

●データ●

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

「JSL 社
しゃ
会
かい
科
か
」67ページ 「JSL 算

さん
数
すう
科
か
」87ページ

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

z国
こく
語
ご
：今
いま
澤
ざわ
　悌

やすし
、齋
さい
藤
とう
ひろみ、池

いけ
上
がみ
摩
ま
希
き
子
こ
、

算
さん
数
すう
：池
いけ
上
がみ
摩
ま
希
き
子
こ
、理

り
科
か
：大
おお
蔵
くら
守
もり
久
ひさ
、社
しゃ
会
かい
：齋

さい

藤
とう
ひろみ、解

かい
説
せつ
：佐
さい
藤
とう
郡
ぐん
衛
えい
、齋

さい
藤
とう
ひろみ、高

たか
木
ぎ

光
こう
太
た
郎
ろう
　xスリーエーネットワーク（〒101-0064  

東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3（松

しょう
栄
えい
ビル）） 

TEL.03-3292-5751  FAX.03-3292-6195  URL. 

http://www.3anet.co.jp  c国
こく
語
ご
2005年

ねん
10月

がつ
2
はつ
0

日
か
、他
ほか
2005年

ねん
4月
がつ
2
はつ
0日
か
　v4-88319-以

い
下
か
　国

こく
語
ご

341-1 、算
さん
数
すう
342-X　理

り
科
か
343-8　社

しゃ
会
かい
344-6 

解
かい
説
せつ
340-3　b全

すべ
てB5判

ばん
　国

こく
語
ご
：157 、算

さん
数
すう

135 、理
り
科
か
129 、社

しゃ
会
かい
150 、解

かい
説
せつ
168ページ　

n解
かい
説
せつ
1,575円

えん
　他
ほか
各
かく
1,890円

えん

http://www.3anet.co.jp/
http://www.3anet.co.jp/


12

　

　簡
かん
単
たん
な会

かい
話
わ
はできるが、「自

じ
分
ぶん
が興

きょう
味
み
を持

も
っ

ていることについて詳
くわ
しく説

せつ
明
めい
できる」または

「楽
たの
しく会

かい
話
わ
を続

つづ
けられる」ようになりたいなど

と思
おも
っている人

ひと
は多

おお
いと思

おも
います。本

ほん
書
しょ
はその

ような人
ひと
が話

はな
す技

ぎ
術
じゅつ
を学
まな
ぶための教

きょう
材
ざい
です。こ

の教
きょう
材
ざい
は、ACTFL-OPI（全

ぜん
米
べい
外
がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
協
きょう
会
かい

‐口
こう
頭
とう
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
インタビュー試

し
験
けん
）の言

げん
語
ご
運
うん

用
よう
能
のう
力
りょく
基
き
準
じゅん
を参

さん
考
こう
にして、上

じょう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
となるため

の目
もく
標
ひょう
を「個

こ
人
じん
的
てき
、一

いっ
般
ぱん
的
てき
な話

わ
題
だい
について詳

しょう
細
さい

な説
せつ
明
めい
、描

びょう
写
しゃ
、叙
じょ
述
じゅつ
ができること」としています。

そして、具
ぐ
体
たい
的
てき
な目

もく
標
ひょう
を明

めい
示
じ
して意

い
識
しき
化
か
し、話

はな
す

練
れん
習
しゅう
を順

じゅん
に重

かさ
ねていくことにより、中

ちゅう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
が

上
じょう
級
きゅう
話
わ
者
しゃ
へと力

ちから
を伸

の
ばすことを目

め
指
ざ
しています。

　教
きょう
材
ざい
は12課

か
から構

こう
成
せい
され、課

か
のタイトル「な

くした体
たい
験
けん
を話

はな
そう」「動

うご
きの順

じゅん
序
じょ
を説

せつ
明
めい
しよ

う」「ストーリーを話
はな
そう」などが示

しめ
すように、

各
かく
課
か
にコミュニケーション上

じょう
の目

もく
標
ひょう
を掲
かか
げてい

ます。

　各
かく
課
か
の構
こう
成
せい
を10課

か
「最
さい
近
きん
の出

で
来
き
事
ごと
を話

はな
そう」を

例
れい
に見

み
てみましょう。はじめに、課

か
の目
もく
標
ひょう
とし

て①コミュニケ―ションの機
き
能
のう
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「出

で

来
き
事
ごと
をわかりやすく伝

つた
える」②

ストラテジー・談
だん
話
わ
構
こう
成
せい
・文

ぶん

法
ぽう
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「引

いん
用
よう
を効

こう
果
か
的
てき
に

使
つか
う」③コミュニケーションの

人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
上
じょう
の目

もく
標
ひょう
：「感

かん
情
じょう
を生

い

き生
い
きと伝

つた
えて共

きょう
感
かん
を得

え
る」の

３種
しゅ
の目

もく
標
ひょう
が示

しめ
されます。そし

て、「さあ始
はじ
めよう！」で最

さい
近
きん
の

出
で
来
き
事
ごと
を思

おも
い出

だ
させ、次

つぎ
に「何

なに

をどんな順
じゅん
序
じょ
で」で出

で
来
き
事
ごと
をわ

かりやすく伝
つた
えるための談

だん
話
わ
構
こう

成
せい
を意

い
識
しき
させます。続

つづ
く「STEP

１」では「どん

なことばで」

で話
はな
し方

かた
に

変
へん
化
か
を付

つ
ける

方
ほう
法
ほう
を学

まな
び、

「やってみよう」で、実
じっ
際
さい
に話
はな
す練
れん
習
しゅう
をします。

「STEP２」でも同
どう
様
よう
に練
れん
習
しゅう
を重

かさ
ねます。

　巻
かん
末
まつ
に資

し
料
りょう
集
しゅう
と解

かい
答
とう
例
れい
が付

つ
いています。 

●データ●
z荻

おぎ
原
わら
稚
ち
佳
か
子
こ
、増

ます
田
だ
眞
ま
佐
さ
子
こ
、齊

さい
藤
とう
眞
ま
理
り
子
こ
、伊

い

藤
とう
とく美

み
　xスリーエーネットワーク（P.11

のデータ参
さん
照
しょう
）  c2005年

ねん
7月
がつ
29日

にち
  v4-88319- 

355-1　bB5判
ばん
107ページ　n2,310円

えん
　m別

べっ

冊
さつ
：活
かつ
動
どう
資
し
料
りょう
集
しゅう
、解
かい
答
とう
例
れい
付
つき

　この教
きょう
材
ざい
は、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
実
じっ
習
しゅう
を受

う
ける／受

う
け

ている人
ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
について、より多

おお
くの知

ち

識
しき
を吸

きゅう
収
しゅう
したい人

ひと
、自

じ
分
ぶん
の教

おし
え方
かた
を向

こう
上
じょう
させる

ヒントがほしい人
ひと
、自

じ
分
ぶん
の教

おし
え方
かた
をみつめなお

してみたい人
ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の新
あら
たなトレンドに

ついて学
まな
んでみたい人

ひと
を読

どく
者
しゃ
として想

そう
定
てい
してい

ます。

　上
じょう
・下

げ
２巻

かん
に分

わ
かれ、上

じょう
巻
かん
の序
じょ
章
しょう
、第
だい
１章

しょう
では、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
としてまず自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の学

がく
習
しゅう
観
かん
や教

きょう

育
いく
観
かん
を振

ふ
り返

かえ
り、教

きょう
師
し
としてどのような姿

し
勢
せい
で

学
まな
び、成

せい
長
ちょう
していくべきなのか考

かんが
えさせる内

ない
容
よう

となっています。その後
ご
、教

きょう
材
ざい
の分
ぶん
析
せき
や教

きょう
案
あん
検
けん

討
とう
、日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
の実

じっ
際
さい
（４技

ぎ
能
のう
の指

し
導
どう
：理

り
論
ろん
と

実
じっ
践
せん
、発

はつ
音
おん
指
し
導
どう
、導

どう
入
にゅう
と文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
）、教

きょう
材
ざい
・教

きょう

具
ぐ
・教

きょう
育
いく
機
き
器
き
、教

きょう
室
しつ
内
ない
のインターアクションな

ど、授
じゅ
業
ぎょう
を準

じゅん
備
び
し、実

じっ
践
せん
する上

うえ
で必
ひつ
要
よう
な技

ぎ
術
じゅつ
や

考
かんが
え方
かた
について具

ぐ
体
たい
的
てき
に触

ふ
れられています。第

だい

５章
しょう
（最

さい
終
しゅう
章
しょう
）では、再

ふたた
び教

きょう
師
し
の姿

し
勢
せい
を問

もん
題
だい
にし、

教
きょう
師
し
の「成

せい
長
ちょう
モデル」を提

てい
示
じ
し、「化

か
石
せき
化
か
教
きょう
師
し
」に

ならないためのアドバイスが載
の
っています。

　著
ちょ
者
しゃ
自
じ
身
しん
も述

の
べているように、この本

ほん
では、

「評
ひょう
価
か
」と「中

ちゅう
・上

じょう
級
きゅう
の教
おし
え方
かた
」は取

と
り上

あ
げられて

いませんが、それ以
い
外
がい
のトピックに関

かん
しては広

こう

範
はん
囲
い
に網

もう
羅
ら
的
てき
に取

と
り上

あ
げられています。また、

決
けっ
して技

ぎ
術
じゅつ
や知

ち
識
しき
を与
あた
えることだけが目

もく
的
てき
では

なく、それを使
つか
って教

きょう
師
し
は何

なに
をするのか、教

きょう
師
し

の役
やく
割
わり
はいったい何

なん
な

のかを常
つね
に問

と
いかける

内
ない
容
よう
になっています。

文
も
字
じ
通
どお
り「成

せい
長
ちょう
する」教

きょう

師
し
になることが目

め
指
ざ
さ

れていると言
い
えるでし

ょう。

　この本
ほん
では、著

ちょ
者
しゃ
両
りょう

名
めい
がJohnとPaulとして

登
とう
場
じょう
し、問

もん
答
どう
形
けい
式
しき
で話

はなし

が進
すす
められるユニーク

な構
こう
成
せい
になっています。

著
ちょ
者
しゃ
両
りょう
名
めい
の楽

たの
しい会

かい
話
わ

を読
よ
み進
すす
めるうちに、自

し
然
ぜん
に一
ひと
つの考

かんが
え方
かた
にと

らわれることなく、様
さま
々
ざま
な考

かんが
えがあることが理

り

解
かい
できるようになっています。

　また、豊
ほう
富
ふ
な参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
がリストアップされて

いますので、さらに勉
べん
強
きょう
を進

すす
めたい人

ひと
にとって

も有
ゆう
益
えき
です。

●データ●
z川

かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
、横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう
　xひつじ書

しょ
房
ぼう
（〒

112-0002 東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
5-21-5） TEL. 

03-5684-6871 FAX.03-5684-6872  URL.http://

www.hituzi.co.jp  c上
じょう
下
げ
巻
かん
とも2005年

ねん
5月
がつ
21

日
にち
  v上

じょう
4-89476-251-X 、下

げ
4-89476-252-8  b

上
じょう
A5判

ばん
296ページ、下

げ
A5判

ばん
328ページ　n各

かく

2,940円
えん

詳
くわ
しい説

せつ
明
めい
、描

びょう
写
しゃ
、叙

じょ
述
じゅつ
ができるようになるために

『日
に

本
ほん

語
ご

 上
じょう

級
きゅう

話
わ

者
しゃ

への道
みち

―きちんと伝
つた

える技
ぎ

術
じゅつ

と表
ひょう

現
げん

―』

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の広

ひろ
く、奥

おく
深
ぶか
く、楽

たの
しい世

せ
界
かい
を紹

しょう
介
かい

『成
せい

長
ちょう

する教
きょう

師
し

のための日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

ガイドブック』（上
じょう

）（下
げ

）

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 174-175（下
げ
巻
かん
）
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　「ゴロゴロ」「ピーピー」「チントンシャン」、こ

れらの言
こと
葉
ば
は日

に
本
ほん
語
ご
で何
なに
を表

あらわ
しているのでしょ

う。「ゴロゴロ」は雷
かみなり
の鳴

な
る音

おと
で、「ピーピー」は

携
けい
帯
たい
電
でん
話
わ
の着

ちゃく
信
しん
音
おん
、そして「チントンシャン」は

三
しゃ
味
み
線
せん
の音

おと
を表

あらわ
しています。日

に
本
ほん
語
ご
はこのよう

な擬
ぎ
音
おん
語
ご
の豊

ほう
富
ふ
な言

げん
語
ご
です。

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
は上

じょう
記
き
のような日

に
本
ほん
の日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の中

なか
の

サウンドも扱
あつか
っているのが特

とく
徴
ちょう
と言

い
えるでしょ

う。日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとってもこのような擬

ぎ
音
おん

語
ご
を知

し
ることによって、日

に
本
ほん
語
ご
の表

ひょう
現
げん
力
りょく
をより

豊
ゆた
かにすることができます。

　本
ほん
教
きょう
材
ざい
は中

ちゅう
級
きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
をの

ばすために作
つく
られ、次

つぎ
の三
みっ
つの部

ぶ
分
ぶん
で構
こう
成
せい
され

ています。Ⅰ「男
だん
女
じょ
の会

かい
話
わ
」、Ⅱ「暮

く
らしの中

なか
の

サウンド」、Ⅲ「街
まち
角
かど
インタビュー」。

　Ⅰでは、「写
しゃ
真
しん
」「結

けっ
婚
こん
」「忘

わす
れ物

もの
」など日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ

でよく出
で
てくる14の話

わ
題
だい
をとりあげています。

自
し
然
ぜん
な話
はな
しことばをマスターすると同

どう
時
じ
に、男

だん

性
せい
と女
じょ
性
せい
の話

はな
し方
かた
の違
ちが
いや会

かい
話
わ
文
ぶん
の特

とく
徴
ちょう
（省

しょう
略
りゃく
、

順
じゅん
番
ばん
の変
へん
化
か
、縮

しゅく
約
やく
形
けい
など）を理

り
解
かい
することもで

きます。

　Ⅱは、あるまとまった文
ぶん
章
しょう
を聞

き
いて理

り
解
かい
する

ための勉
べん
強
きょう
です。「ウグイス」「鈴

すず
虫
むし
」「雷
かみなり
」など14

の自
し
然
ぜん
の音

おと
や鳴

な
き声

ごえ
のテー

マを扱
あつか
っているので、日

に
本
ほん

の自
し
然
ぜん
や社

しゃ
会
かい
、文

ぶん
化
か
を理

り
解
かい

することにも役
やく
立
だ
つでしょ

う。

　Ⅲでは、老
ろう
若
にゃく
男
なん
女
にょ
、いろ

いろな人
ひと
の実

じっ
際
さい
の話

はな
し方

かた
を

勉
べん
強
きょう
することができます。

また、インタビューの形
けい
式
しき

なので、いろいろなインタ

ビューの答
こた
えを通

とお
して、日

に

本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方

かた
を知

し
ることも

できるでしょ

う。

　各
かく
話
わ
題
だい
はす

べてタスク形
けい

式
しき
です。教

きょう
材
ざい

付
ふ
属
ぞく
のCDを

聞
き
きながら質

しつ
問
もん
に答

こた
えるタスクや言

い
い換

か
え練

れん
習
しゅう

のタスクが中
ちゅう
心
しん
です。Ⅰでは、イラストも多

おお
く

使
つか
われているため、イラストからも答

こた
えのヒン

トが得
え
られるでしょう。

　巻
かん
末
まつ
に解

かい
答
とう
例
れい
やスクリプトがついています。

●データ●

　皆
みな
さんは学

がく
習
しゅう
者
しゃ
として次

つぎ
のような経

けい
験
けん
をした

ことがないでしょうか。ちょっと難
むずか
しいテキス

トを渡
わた
されて授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
で読

よ
まなければならない。

内
ない
容
よう
を理

り
解
かい
できるかどうか自

じ
信
しん
が無

な
い。独

ひと
りで

読
よ
み進

すす
めるのは不

ふ
安
あん
だ。ところが、クラスメー

トと分
わ
からないところをお互

たが
いに説

せつ
明
めい
し合

あ
いな

がら読
よ
むと、だんだん内

ない
容
よう
がはっきりと読

よ
み取

と

れるようになる。独
ひと
りで読

よ
むよりも楽

たの
しくて、

知
ち
識
しき
が増

ふ
えたような感

かん
じがする…

　そのような経
けい
験
けん
がある人

ひと
にも無

な
い人

ひと
にも、著

ちょ

者
しゃ
は、仲

なか
間
ま
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
との対

たい
話
わ
を通

とお
して文

ぶん
章
しょう
を読

よ

む活
かつ
動
どう
「ピア・リーディング」を提

てい
案
あん
しています。

「ピア」とは「仲
なか
間
ま
」のことです。

　話
はな
す力

ちから
を伸

の
ばすためには人

ひと
と会

かい
話
わ
をすること

が大
たい
切
せつ
だということは簡

かん
単
たん
に分

わ
かるかもしれま

せんが、「読
よ
む」という個

こ
人
じん
的
てき
な作

さ
業
ぎょう
を、なぜ仲

なか

間
ま
との協

きょう
働
どう
作
さ
業
ぎょう
にすることが効

こう
果
か
的
てき
な学

がく
習
しゅう
にな

るのでしょうか。

　著
ちょ
者
しゃ
はこの疑

ぎ
問
もん
に答

こた
えるために、次

つぎ
のように

本
ほん
書
しょ
を構
こう
成
せい
しています。第

だい
一
いっ
章
しょう
；「読

よ
むこと」と

はどのような活
かつ
動
どう
なのかを先

せん
行
こう
研
けん
究
きゅう
の成

せい
果
か
から

まとめる。第
だい
二
に
章
しょう
；読

よ
むことに優

すぐ
れた日

に
本
ほん
語
ご
学
がく

習
しゅう
者
しゃ
は、独

ひと
りで読

よ
む場

ば
合
あい
でも、自

じ
分
ぶん
が持

も
ってい

る知
ち
識
しき
をもとに、自

じ
問
もん
自
じ
答
とう
を繰

く
り返

かえ
しながら読

よ

んでいることを明
あき
らかにする。第

だい
三
さん
章
しょう
；二

に
章
しょう
ま

でで明
あき
らかになった

ことを元
もと
にした実

じっ
践
せん

の報
ほう
告
こく
。つまり、学

がく

習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
が助

たす
け合

あ
い、

対
たい
話
わ
をしながら読

どっ
解
かい

をするピア・リーディングの具
ぐ
体
たい
的
てき
な方

ほう
法
ほう
と効

こう

果
か
を述

の
べる。

　この本
ほん
を読

よ
むときも、仲

なか
間
ま
の先
せん
生
せい
達
たち
と一
いっ
緒
しょ
に、

興
きょう
味
み
のあるところからピア・リーディングする

ことを勧
すす
めます。読

どっ
解
かい
の授

じゅ
業
ぎょう
で悩

なや
んでいる現

げん
場
ば

の教
きょう
師
し
には、力

ちから
強
づよ
いヒントが得

え
られるでしょう。

●データ●

z姫
ひめ
野
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こ
、村

むら
田
た
年
みのり
、伊

い
東
とう
祐
すけ
郎
ろう
、藤

ふじ
森
もり
弘
ひろ
子
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練
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習
しゅう
を重

かさ
ねて自

し
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に
本
ほん
語
ご
を身

み
につけよう

『日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

級
きゅう

からのスキルバランス　ワークブック』

読
どっ
解
かい
授
じゅ
業
ぎょう
に仲

なか
間
ま
との協

きょう
働
どう
学
がく
習
しゅう
を取

と
り入

い
れてみよう

『ひとりで読
よ

むことからピア・リーディングへ－日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の読
どっ

解
かい

過
か

程
てい

と対
たい

話
わ

的
てき

協
きょう

働
どう

学
がく

習
しゅう

』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 62 P. 63

目
もく
次
じ
 ix 目

もく
次
じ
 x 目

もく
次
じ
 xi 目

もく
次
じ
 xii

P.11 ～ 13 は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の以

い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。
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子
こ
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梁
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坂
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晶
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じゅん
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